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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

核燃料資源の有効活用になり高核不拡散などの利点があるトリウム

（Th）燃料について、粉末焼結の新しい方法である放電プラズマ焼結

（SPS）法を用いて（U,Th)O２ペレットを作製し、その高温燃料物性を評

価するとともに物質科学計算に基づき低温物性の測定および計算科学

による評価を行い、燃料実用化に必要な安全性評価のためのデータベー

ス構築に資するものである。 

 

２．総合評価 
S 

・国際規制物質である核燃料物質を取り扱える J施設と新しい粉末焼結

法である SPS 法を有効に活用して、さまざまな組成の(Th,U)O2高密度燃

料ペレット及び核分裂生成物（FP）模擬物質を含有した ThO2-d高密度燃

料ペレットを作製し、それらの高温物性を測定するとともに、計算科学

と低温物性測定に基づいた評価を行うことにより、安全性評価に資する

系統的な物性データの拡充に成功するなど、ThO2系燃料の実用化に向け

た基盤構築について極めて優れた成果を挙げている。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


